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ヨシュア記 1章、22章 

主からヨシュアへのことば 
東の３部族の任務 

ヨシュア記の1章です。モーセが死んだ後に、主からヨシュアに「強くあれ、雄々し
くあれ」ということをもう一度　いう箇所です。もう一度というのは、モーセがヨシュ
アに言ってくれたことをもう一度主が教えてくれる、命じてくれるという箇所ですね。
これから戦いに行くわけですから「強くあれ、雄々しくあれ、命令を守って勝利を得な
さい」と。ヨルダン川を渡って、約束の地、約束したあなたがたに誓って与えると言っ
た地に入ってく時に「強くあれ、雄々しくあって戦ってください」というヨシュアの言
葉がもう一度1章のところに書かれてるわけです。 

この1章の言葉の後(18節)に、ルベンとガドとマナセの部族半分に同じような事を言
います。東の３部族への言葉と書いてありますけれども、もうすでにヨルダン川を渡る
前の東の地ですね。ここも素晴らしい場所で、そこをこの3部族は欲しいと言って得て
いるところです。そこでヨシュアは「あなた方にその地は与えますけれど、まず一緒に
他の部族と共に戦って下さい。戦いが終わったら他の部族と同じように、その割り当て
の地に戻っていいですよ。」ということが書かれています。そこにもまた「強くあれ、
雄々しくあれ」と言ってこのヨシュア記の戦いが始まっていくわけです。 
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22章の終わりのところで、ずっと相続地のために戦った後に、相続地の分割の割り当
て地の話があって全部が終わり誓った地に入れました。敵はことごとく追い払われて、
神様が約束したことは一つとしてたがわず、みな実現しましたという箇所があって、そ
れで最初のこの3部族が呼び出されて、「よく戦いました。あなた方はその通りにやっ
たので、どうぞ帰って自分の場所を相続してください。」という祝福の言葉が、ヨシュ
アからあの3部族に言われるわけです。言われた後に祭壇を築くんですね。祭壇を築く
と他の部族たちは「あの3部族はもう神様を捨てたのか。」ということで、他の部族が
戦っていこうとしたという出来事が22章には結構長く書かれています。ヨルダンの東側
に祭壇を作りました。しかしその祭壇は逆らうためではなくて、主を忘れないようにと
いう記念なんですよということを言って、他の部族たちも納得して主を褒めたたえる。
祭壇を「証」という名前をつけて、その祭壇を記念にしましたという箇所があります
(22:34)。ヨシュア記21章のところで、分割が完了した後の3部族に「任務が完了しまし
たね。祝福しています。」22章の後半のところで、誓いますという形になっています。 

これが(別紙)ヨシュアのずっとアブラハムから始まった話がモーセ。モーセの終わり
のところでヨシュア。ヨシュアの後継者の任命があって終わりの話になっています。 

ヨシュアの出だし(1章)のところですね。出だしの半分はイスラエル全体に話していま
す。1章の後半のところで3部族に話しています。前半のところで言われているこの命令
ですね。特に23章の6節にありますけれど、23章の祝福と呪い。24章の主の証言と民の
証言ということで言うと、祝福と誓いという事ですね。23章6節。これが1章からの引
用のような形なりますね。1章の後半、この3部族に言っている祝福の言葉に対して、22
章の祝福と証という形になっていますので、1章の前半の命令、祝福して送り出す言葉
という事にもなりますね。その言葉の終わりは23章と24章。3部族に対する励ましの言
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葉は、22章に祝福と証の祭壇の話があるということで、祝福と証言、祝福と証言とい
うことが、イスラエル全体について、そして東の部族についてということで言われてい
るものが、この書物の終わりところにも呼応しているということだと思います。 

なぜ、ヨルダン川の東側にわざわざ3部族が残ってという事だったのかというと、良
い地だったのかなということですけれど、なぜそんな話になっているのか。何の2つに
分けられているのか。他の箇所とどういう関係があるのか。よく分かりませんが、歴史
的にこの部族が二つに分かれていくというものとか、何か関連しているんだろうと思い
ますけれども、このヨシュア記の中では、約束の地を得ると言った時に、大きく全体と
この東側というふうに分かれて、それぞれちゃんと成就していると。祝福と誓いの言葉
で完結しているということが分かると思いますけども、このヨシュア1章の「強くあ
れ、雄々しくあれ」これが2回あるような形でこのヨシュア記が始まっていきます。
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